
取材日時：平成29年1月29日（日）　場所：三田市役所6階委員会室

どんな質問をしたの？

　市をより魅力ある街にするために、17 名の高校生が高校生の目線で行政へ質問や提案をしました。高校生議会
終了後、議会広報委員会のメンバーが参加した高校生に取材をしました。

取材を終えて
　高校生議会終了後に、なぜ議員に立候補
したか、三田の良さは何かなどを聞きまし
た。立候補については「昨年参加し興味を持ち今年も立
候補しました。」「先生に勧められて。」など話されまし
た。また、市の良さについては、「緑が豊かで、商業施設
等も充実しているバランスの良い街だ。」という感想が多
く聞かれた一方で、「地域間格差を感じる」「バスの本数
が少なく不便だ。」などの声もありました。取材をする中
で、皆さんがいろいろな角度から市を見ていることが分
かり、また若い世代がますます良い街にしていきたいと
思っていることが感じられました。これからの三田を担う
若者の声を直接聞くことができ、とても有意義な時間と
なりました。

議長講評
　本日は一日市議会議員となられた高校生の皆さんか
ら、日頃感じている疑問や三田のまちがますます良
くなるためご提案をいただき感謝の思いでいっぱい
です。
　まちづくりは、一人だけが頑張ってもできません。
皆さんの地域、そして市民全員で成し遂げていかなけ
ればならない大きなことです。今日の皆さんのご意見
を私たち議員もしっかり受け止め、今後議会の中で声
を上げていきたいと思います。
　これを契機に市を「住み続けたいまち・三田」にす
るため一緒に考えていけたら嬉しいです。ありがとう
ございました。

（三田市議会議長　平野　菅子）

学校名・学年・議員名 質問・提案事項

有馬高等学校　3 年
片岡 里奈さん

市の街灯と柵について

有馬高等学校　2 年
林 竜也さん

深夜の騒音について

三田松聖高等学校　2 年
川道 美優香さん

三田駅周辺の活性化について

三田松聖高等学校　2 年
松嶋 夏未さん

神戸電鉄の料金について

三田西陵高等学校　2 年
今村 徳恒さん

高齢者と若者の交流について

三田西陵高等学校　2 年
加藤 帆乃香さん

市内の土地利用について

三田祥雲館高等学校　2 年
中村 紀実花さん

ごみ袋の値段とごみの削減に
ついて

三田祥雲館高等学校　1 年
川上 芽生さん

市バスの運営または交通費補
助について

三田学園高等学校　2 年
杓谷 昌彦さん

インターネットを利用しない
高齢者の方について

学校名・学年・議員名 質問・提案事項

有馬高等学校　2 年
佐藤 奈緒さん

ごみのポイ捨てについて

有馬高等学校　1 年
廣瀬 拓磨さん

公園について

三田西陵高等学校　1 年
辻井 ほのかさん

市の交通道路について

三田西陵高等学校　1 年
中島 彩香さん

市の交通道路について

北摂三田高等学校　1 年
羽瀬 彩乃さん

市の待機児童の増加について

北摂三田高等学校　1 年
正生 夏海さん

市の防災対策に対する市民の
認知度について

三田祥雲館高等学校　2 年
小西 晴日さん

新三田駅周辺の利便性について

三田祥雲館高等学校　2 年
本村 野乃花さん

道路の安全面について

高校生議員　議会

＊詳しい質問内容などはネットでつなぐ 2 月15 日号に掲
載しています。

4月22日（土） 14時から
さんだ市民センター

２階会議室　＜手話通訳あり＞

【出席議員】　今北義明、檜田充、
松岡信生、長谷川美樹、幸田安司、
小杉崇浩、中田哲

4月23日（日） 14時から
フラワータウン市民センター

視聴覚室
【出席議員】　福田秀章、北本節代、
厚地弘行、國永紀子、大西雅子、
多宮健二、佐々木智文

4月29日（土） 14時から
有馬富士共生センター

大会議室
【出席議員】　田中一良、長尾明憲、
美藤和広、森本政直、佐貫尚子、
小山裕久、白井和弥

どの会場にもご参加いただけます。多数のご参加をお待ちしています。
＊時間はいずれも 90分ほどを予定しています　＊受付は開始時刻の 30分前からです。

お問い合わせ　議会事務局　TEL559-5162　FAX079-564-2992

今年もやります ! 議 会 報 告 会
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①議会運営・議会改革

　鳥羽市の議会報告会は、市民と会話のキャッチボールをしやすくするためワークショップ方
式を用いるなどの工夫がされており、大変参考になった。今後、三田市での議会報告会の手
法を検討し取り組みたい。

②広報紙
　タウン誌などを参考に、市民にまず手に取ってもらえるようなインパクトのある表紙を作る
など、読みやすい紙面づくりを目的としているところが両市の共通点だった。今後、鳥羽市と
コラボ企画を検討していきたい。

③防災
　要支援者避難行動の取り組みは地域により温度差があり、また個人情報の問題があると互
いに課題を共有できた。両市では地理的な違いがあるが、防災について今後情報交換を進め
ていきたい。

④福祉
　両市は、地域性や高齢化率の違いなどにより、認知症対策や待機児童の問題に対する課題
が異なるが、今後とも情報共有を図っていきたい。

⑤産業振興・観光振興

　両市で協力し、ふるさと納税の返礼品を互いに取り入れたり、産業フェスティバルなどを催
し、共に産業振興を図っていきたい。また、鳥羽市では地域おこし協力隊を活用し海女の育
成に取り組んでおり、今後三田市でも情報交換を進めたい。

　２月８日に「友好都市」である三重県鳥
羽市議会にお越しいただき、以下のテーマ
で意見交換などの交流を行いました。
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